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　　　地域育成協議会の活牲化を図るため、4つの地域青少年育成
　　組織にお願いして活動を強化していただきました。

　　　実り多かった活動内容を報告いたします。
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学校週5日制完全実施にともなう
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学校週5日制における子ども達の土曜・日曜の過ごし万にっきましては、これまで多様
に議論され創意を尽くして実践されてきました。そして今、その成果を生かしより発展的
に歩み進もうとすることが一層大切と言われます。

ここに、地域の実情を生かし、みんな一体となって生き生きと活動する取組みの一例を
紹介します。
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